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弓

は
當
然
財
政
史
に
於
け
る
そ
の
位
廿
を
亜
要
な
ら
し
め
た
。
此
川
に
論
ぜ
ん
と
す
る
五
代
の
翠
絲
紺
と
北
宋
の
斌
災
紺
と
は

夫
掩
咽
時
代
の
財
政
に
於
け
る
紺
の
迩
義
を
一
肌
角
よ
り
戎
ふ
に
足
る
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
五
代
の
畢
絲
紺
と
北
宋
の
預

間
紺
と
を
同
時
に
取
上
げ
た
の
は
Ⅷ
群
の
財
政
的
意
義
が
相
五
の
比
較
に
依
っ
て
一
肘
明
瞭
に
把
握
せ
ら
れ
る
が
鰯
で
あ
っ

て
、
Ⅷ
群
の
間
に
歴
史
的
因
果
關
係
を
有
す
る
が
爲
で
は
な
い
。
尚
一
言
断
っ
て
お
く
が
、
「
紺
」
に
は
綾
雑
紬
冊
等
の
紺

物
類
を
總
榊
す
ゐ
場
合
と
，
そ
れ
等
と
価
別
さ
れ
た
紺
織
物
の
一
種
を
指
す
場
合
と
が
あ
り
、
本
稲
も
亦
此
の
Ⅷ
刑
法
を
襲

川
し
た
。
従
っ
て
本
論
に
見
え
る
紺
に
は
如
上
の
叩
種
あ
る
こ
と
を
承
知
せ
ら
れ
、
そ
の
何
れ
に
厩
す
る
か
は
読
者
に
於
い

て
判
断
せ
ら
れ
度
い
。

二
、
五
代
の
畢
絲
紺

學
絲
絹
は
利
貸
の
一
形
態
で
あ
る
。
五
代
の
恥
絲
紺
を
陣
へ
た
史
料
は
頗
る
乏
し
く
、
考
察
の
基
礎
を
翠
絲
絹
の
史
料
に

の
み
世
く
こ
と
は
研
究
の
推
進
に
川
難
を
感
ず
る
の
で
、
補
助
的
方
法
を
し
て
畢
絲
紺
以
外
の
利
貸
法
で
此
と
類
似
の
意
淀

を
有
す
る
者
を
も
併
せ
老
へ
、
史
料
の
峡
ぞ
塞
ぐ
こ
と
と
し
た
。

Ｉ
藩
鎭
諸
使
及
び
中
央
政
府
の
利
鎌
と
畢
絲
絹

五
代
の
文
献
を
渉
猟
す
る
に
、
中
央
政
府
又
は
群
鎭
謝
使
（
節
度
使
・
防
禦
使
・
剛
練
使
等
）
が
智
内
の
人
災
に
利
擬
を

行
ひ
貨
殖
の
手
段
に
供
し
た
記
事
が
唾
為
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
敬
例
を
示
す
と
、
費
治
通
鑑
垂
一
後
孵
紀
・
同
光
二
年
三

一
、
序
言

雄
一

紺
が
肝
宋
時
代
を
通
じ
て
撹
幣
的
機
能
を
有
し
て
居
た
こ
と
は
己
に
詳
究
せ
ら
れ
し
所
で
あ
る
。
此
の
絹
の
旋
幣
的
機
能

五
代
藩
銅
の
緊
絲
絹
と
北
宋
朝
の
預
買
絹
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’
月
の
條
に

』

孔
・
諏
晒
醗
岬
鋤
諏
餓
濫
蝿
鑓
。
使
以
賤
佑
俄
絲
。
屈
椴
州
縣
仔
之
。

と
あ
っ
て
後
店
の
時
中
央
政
府
が
腿
に
嬢
辛
《
礎
し
、
絲
（
紺
絲
）
を
以
て
斐
沸
は
し
め
、
そ
の
絲
慨
溌
低
く
評
定
し
て
民
を

苦
し
め
て
居
た
こ
と
が
見
え
る
。
尚
右
文
刀
絨
き
に

翰
林
學
士
承
】
Ⅲ
、
椛
知
汁
州
暇
伐
上
言
。
泌
迩
腱
鯛
Ⅲ
席
使
堪
朧
誹
欽
。
給
怨
於
人
。
峠
下
改
故
鼎
新
。
爲
人
除
客
。

而
有
司
未
改
北
〈
所
鯛
。
是
趙
股
復
生
也
っ
今
芥
斯
寓
鮒
絲
北
繩
。
帆
輸
派
税
猫
朧
流
移
。
況
徐
以
孵
朧
。
人
何
以
堪
。

一
云
一
云
Ｏ

と
あ
る
に
依
れ
ば
机
附
使
の
利
朧
は
從
前
己
に
行
は
れ
、
後
孵
の
和
附
使
も
そ
れ
彰
踏
襲
又
は
復
活
し
た
る
に
す
ぎ
ざ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
ｏ
右
文
中
に
學
武
、
稲
岱
の
諦
が
見
え
る
が
、
此
に
就
い
て
は

無
畢
也
。
貸
惜
也

と
の
胡
註
が
あ
り
、
稲
と
梁
は
同
義
で
呵
收
を
、
侭
は
浅
川
し
を
意
味
し
、
榊
従
、
難
狸
は
我
が
古
代
の
川
恥
と
同
義
の
言

葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
《
Ｃ
勺
叉
机
服
使
利
従
の
先
例
を
附
い
た
堆
趙
雌
は
酩
刺
を
以
て
鳴
っ
た
瀧
Ｌ
』
見
え
，
冊
府
元
肥

心
韮
壬
寅
汚
の
條
に

天
下
艮
川
美
七
可
右
千
帥
。

と
あ
っ
て
嫌
に
私
腹
を
肥
し
良
川
美
宅
孝
蓄
へ
た
様
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
術
後
店
の
和
州
司
の
利
従
は
稗
五
代
史
誰
三
後
孵
、

一
○
三

五
代
雅
蹴
の
鰹
絲
紺
と
北
来
朝
の
瓶
興
紺

梁
趙
倣
爲
測
朋
使
ｏ
天
下
貨
賂
牛
入
其
門
。
森
侈
不
法
。
自
古
無
比
。
毎
日
之
斐
破
繼
職
醐
・
賊
欽
商
販
。
北
へ
徒
如
市
。
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１
１

拓
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
括
架
は
朝
廷
の
許
可
浄
維
、
そ
の
收
入
は
取
斐
に
充
つ
可
さ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
榊
熾

ｆ
●
●
二
凸

力
許
可
茂
く
公
然
と
行
は
れ
然
も
識
く
私
家
の
收
入
と
な
っ
て
ゐ
る
の
上
｜
彼
処
對
照
し
て
注
意
す
可
き
で
あ
る
。
次
に
全
店

文
璋
邦
所
駁
、
季
元
総
の
「
上
六
事
疏
」
の
一
節
に

五
代
藩
鋤
の
駅
絲
紺
と
北
宋
朝
の
苅
災
組
一
○
四

明
宗
紀
，
天
成
元
年
（
ぬ
堀
謎
姪
蓉
）
凹
川
の
催
に

上
。
Ｉ
Ｌ
：

略
荊
朏
司
先
燗
緊
行
錐
物
與
人
廻
刷
。
沈
令
識
朕
股
納
以
来
作
門
。

と
あ
る
か
ら
、
二
年
後
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
知
ら
れ
る
、

次
に
絨
登
清
迩
錐
長
細
華
三
淳
化
三
年
八
月
戊
子
の
條
に

眼
虻
ノ
マ
、

詔
。
枕
州
塁
手
五
百
川
十
九
人
。
北
〈
欠
銭
俶
、
心
錐
六
醐
八
千
八
百
餘
岬
皿
。
並
枠
之
。

と
あ
っ
て
宋
の
初
め
枕
州
人
の
布
せ
し
災
越
閏
錐
俶
時
代
の
未
挑
恩
雌
約
七
晦
批
を
除
い
た
こ
と
が
見
え
ろ
。
此
の
息
鎚
も

恐
ら
く
呉
越
剛
が
人
氏
に
利
愛
を
行
っ
て
居
た
餅
時
の
病
礎
に
外
な
る
ま
い
。

以
上
は
中
央
政
府
の
利
従
に
閉
し
て
錐
考
の
稔
宋
し
得
た
る
乏
し
き
史
料
で
あ
る
ｕ
次
に
蒲
鍾
諾
使
の
利
錠
に
就
い
て
見

る
に
、
費
治
通
鑑
確
三
後
乖
即
紀
天
珊
八
年
士
一
月
の
條
に

順
剛
節
度
使
杜
戚
奏
。
軍
食
不
足
。
誌
如
幽
州
例
麺
稚
錐
ｏ
許
之
。
城
川
判
｛
佃
王
絲
謀
。
稔
索
殆
識
。
得
汀
蔑
州
ｏ
城

止
奏
三
十
両
州
餘
皆
入
北
〈
家
。
令
判
術
李
沼
榊
岱
於
民
。
復
滿
百
醐
州
。
來
赤
雌
之
。
得
締
銭
二
百
画
脚
境
苦
之
。

と
あ
っ
て
順
剛
節
度
使
い
緬
釧
が
部
内
の
災
に
朧
付
を
行
ひ
百
繭
州
の
收
人
か
蝦
け
た
こ
と
か
見
え
る
ｏ
又
同
時
に
民
架
を

臣
在
任
時
。
奉
劉
鉾
文
字
。
放
蒜
三
醐
剛
ｃ
剛
維
紺
五
千
匹
・
管
内
七
縣
大
抵
如
此
。
又
徴
收
在
賦
税
之
前
。
将
壷
抑

咄
日
■
ｑ
上

｜
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凌
。
借
役
戸
雌
ｏ
多
逝
店
宅
砿
碓
肌
ハ
庫
っ
朝
廷
指
抑
。
許
人
諭
告
ワ
兼
軍
人
百
姓
五
工
己
上
。
出
放
物
至
匹
斤
。
以
坐

臓
諭
。
自
然
吐
絶
斯
弊
。

と
あ
っ
て
劉
蛛
な
る
者
が
管
内
七
縣
の
尺
に
弧
制
的
に
絲
紺
を
出
放
（
貸
出
）
し
て
之
を
苦
し
め
、
叉
軍
人
百
姓
等
の
・
公
民
を

私
役
し
て
店
宅
、
砿
碓
、
典
応
を
繊
辿
し
て
收
利
を
は
か
り
た
り
し
と
と
、
及
び
か
か
る
弊
は
己
に
一
般
化
せ
る
現
象
な
る

を
以
て
朝
廷
よ
り
全
般
的
に
此
溌
蕊
止
す
る
の
指
揮
を
下
す
可
き
必
要
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
ｏ
劉
蛛
は
奮
五
代
史
歴
↑

瀧
書
九
に
收
萩
せ
る
彼
の
体
に
依
れ
ば
礎
忍
献
剥
を
以
て
知
ら
れ
、
後
脚
の
時
青
州
節
度
使
に
在
任
し
た
こ
と
が
あ
り
、
上

疏
者
い
李
元
鑑
も
亦
後
川
の
廠
順
二
年
青
州
北
海
縣
の
令
と
な
り
し
こ
と
が
至
噛
文
の
解
説
に
見
え
、
叉
新
店
書
雄
三
地
理

志
‐
河
南
逝
、
圭
円
州
の
條
に
依
れ
ば
、
本
州
は
管
門
に
益
都
，
北
海
等
七
縣
を
布
し
て
先
の
上
疏
に
見
え
る
縣
数
と
一
致
す

る
か
ら
、
右
の
黙
従
が
後
川
の
庇
順
年
間
に
於
け
る
青
州
に
開
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
砿
か
で
あ
る
。
此
の
苛
州
管
内
の
七

縣
は
北
海
縣
吋
様
恥
設
の
荊
附
を
受
け
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
州
全
禰
は
數
繭
沁
一
に
逹
し
て
居
た
事
と
な
る
。

節
度
使
が
利
愛
の
弧
制
、
店
宅
、
吸
雌
、
如
く
脆
の
維
織
等
を
行
ひ
、
公
乢
を
柵
役
し
て
私
利
を
刷
っ
て
鵬
た
こ
上
』
、
及
び
そ

れ
は
常
昨
の
一
般
的
風
潮
で
あ
っ
た
と
と
等
が
知
ら
れ
る
っ
又
此
等
の
收
利
は
稚
く
節
度
使
佃
人
の
私
入
で
あ
り
、
藩
の
財

收
と
は
な
ら
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
節
度
使
か
此
の
私
利
〃
誰
ｂ
人
が
爲
に
そ
の
椛
刀
溌
派
川
し
、
竹
吏
か
将
表
し
公
民
を
私
役

し
て
賦
税
よ
り
先
に
微
收
し
て
ゐ
る
の
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

五
代
務
躯
の
躯
絲
紹
と
北
米
棚
の
抓
興
紺
一
○
五

叉
諭
叩
に
伺
節
度
使
が
熈
碓
、
Ⅲ
へ
昨
年
構
造
し
た
と
あ
る
が
、
蕊
災
椛
家
が
碇
郊
の
聿
鳴
手
段
と
し
て
鵬
慨
を
經
醤
し
た
と

註
二
註
三
・

と
は
苓
明
の
事
踵
で
あ
り
、
叉
肌
へ
肱
憐
業
に
就
い
て
も
他
に
そ
の
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
塀
す
る
に
李
一
兀
撚
の
上
疏
に
依
り

’
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芥
代
蒲
蛎
の
誕
絲
紺
と
北
宋
棚
の
柄
斑
絹
一
○
六

次
に
餐
治
迩
鑛
罐
一
一
後
脚
紀
‘
職
順
三
年
五
吋
の
條
に

、
、
ｌ
互
凸
。
、
Ⅱ
叩
ｊ

内
災
。
蹄
徳
節
度
便
ば
淵
釧
披
待
中
榊
川
心
入
刺
。
戊
灰
。
徒
半
職
節
度
使
。
、
汁
釧
將
行
。
表
へ
ｎ
．
恢
在
宋
州
ｏ
蝋
絲

、
宇
御
謎
）
評
癖
糯
咋
地
域
紳
川
繭
除
叩
柞
尺
側
・
繩
以
上
進
。
諦
微
之
。
帝
価
之
。
五
月
丁
亥
勅
。
膀
宋
州
。
凡
常
思
所

ノ
ヅ
ク

恥
悉
綱
之
、
思
亦
無
伸
也
。

と
あ
っ
て
師
徳
節
度
使
術
凪
が
そ
の
満
州
に
蝋
絲
、
即
ち
利
嵯
を
行
ひ
絲
搬
成
る
の
日
溌
使
っ
て
絲
を
呵
收
す
る
の
法
を
行

っ
て
ゐ
た
こ
と
、
艸
任
に
よ
り
そ
の
川
收
椛
ぞ
皇
帝
に
献
じ
．
此
姥
受
け
た
る
帝
が
悉
く
繊
免
し
た
る
に
附
凪
は
何
等
作
入

ら
な
か
っ
た
と
と
等
が
見
え
る
。
彼
が
作
じ
な
か
っ
た
の
は
梁
絲
が
常
時
の
一
般
的
風
湘
で
あ
り
、
彼
一
人
の
食
汚
を
示
す

も
の
で
な
か
っ
た
鰯
と
解
せ
ら
れ
る
。
叉
荊
胡
註
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
利
從
の
阿
收
に
絲
（
き
ぬ
い
と
）
を
川
ふ
る
場

合
此
を
畢
絲
と
孵
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
紺
、
鎧
、
無
を
川
ふ
る
場
合
に
は
夫
盈
染
紺
、
畢
繼
、
學
架
と
孵
し
て
ゐ
た
こ
と

と
恩
は
れ
る
。

五
代
藩
鎭
諸
使
及
び
中
央
政
肝
の
利
愛
に
附
し
て
縦
粁
が
今
日
迄
に
楡
索
し
得
た
ろ
例
證
は
以
上
搬
佃
に
識
き
る
。
然
し

此
の
例
證
の
乏
心
な
る
に
も
拘
ら
ず
そ
の
内
容
ぞ
迦
抜
す
る
時

Ｉ
蒜
鈑
諸
使
の
利
瀧
は
可
成
り
一
般
化
し
、
時
に
は
巾
央
政
府
さ
へ
も
此
を
行
っ
て
ゐ
た
こ
と
。

２
利
愛
の
何
吸
に
は
鋳
、
穀
、
絲
紺
等
が
Ⅲ
ひ
ら
れ
、
此
矛
畢
絲
．
畢
給
等
と
稲
し
て
ゐ
た
こ
と
．

３
鋳
付
は
弧
制
的
に
行
は
れ
、
そ
の
恩
利
は
使
握
仙
人
の
私
有
に
蹄
し
、
藩
の
財
政
に
は
入
ら
な
か
っ
た
こ
と

４
蒲
鍾
諸
使
の
利
鋳
は
佃
人
的
行
爲
と
し
て
朝
廷
の
許
可
を
要
し
な
か
っ
た
こ
と

1

｜
｜
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等
を
知
る
こ
と
が
川
來
ろ
ｏ
本
稿
に
於
い
て
論
究
の
中
心
を
な
す
も
の
は
畢
絲
絹
で
あ
る
が
、
上
に
述
べ
し
所
に
依
っ
て
知

ら
れ
る
如
く
禦
絲
紺
は
蒲
鎭
諾
使
の
利
礎
行
爲
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
此
の
み
を
他
の
利
貸
行
爲
よ
り
全
く
引
き
離

し
て
若
へ
る
事
は
肌
来
な
い
の
で
、
必
要
に
唯
じ
て
梁
竣
、
恥
粟
等
を
も
併
せ
て
老
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

尚
末
に
入
る
と
官
吏
の
利
代
行
鯛
は
五
代
の
弊
に
鑑
み
て
か
厳
重
に
紫
ぜ
ら
れ
た
。
然
し
宋
初
に
は
前
代
の
遺
風
が
相
常

弧
く
獲
っ
て
居
た
と
見
え
、
此
の
禁
を
犯
し
て
虚
制
せ
ら
れ
た
例
が
間
を
見
受
け
ら
れ
ろ
。
維
炎
治
邇
鑑
挺
細
華
二
太
平
興

國
六
年
十
一
月
丁
酉
の
條
に

監
察
御
史
張
白
棄
市
ｏ
白
前
知
蕊
州
。
假
貸
官
錨
鵤
雑
粟
麥
。
以
射
利
也
。

と
あ
り
、
同
書
確
七
大
小
鮮
符
五
年
七
月
乙
酉
の
條
に

先
是
。
詔
禁
命
官
取
恩
銭
ｏ
犯
者
勿
偵
。
大
理
寺
・
鵬
・
知
蒋
城
縣
皮
子
良
岱
京
師
民
銭
十
七
寓
、
到
官
群
自
首
。
上
悪

子
良
無
行
ｏ
忠
司
鞠
Ⅲ
。
法
常
噛
釧
。
命
停
官

と
め
る
等
は
そ
の
数
例
で
あ
る
、
此
等
の
例
の
示
す
如
く
免
有
或
は
粟
市
等
に
虚
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
厳
禁
方
針

の
梯
も
充
分
に
鋲
は
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｉ
翠
絲
絹
の
起
原
及
び
利
率

藩
鎭
諸
使
叉
は
中
央
政
府
が
難
俊
、
特
に
畢
絲
絹
を
初
め
て
行
っ
た
時
．
及
び
そ
の
一
般
的
な
利
率
は
史
料
な
き
爲
明
か

に
し
得
な
い
。
然
し
畢
絲
紺
法
そ
の
も
の
の
發
逹
過
粍
海
老
ふ
る
に
、
そ
れ
は
先
づ
民
間
に
於
い
て
利
侭
の
一
形
態
と
し
て

發
逹
し
、
そ
れ
が
乱
枇
と
な
り
軍
事
礎
の
膨
脹
す
る
に
仲
ひ
、
群
鋲
及
び
巾
央
政
府
に
貨
航
の
一
千
段
と
し
て
収
入
れ
ら
れ

一
○
七

五
代
藩
蹴
の
翠
絲
組
と
北
宋
朝
の
預
武
紺
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右
補
閥
・
知
制
詰
萢
呆
家
貧
。
負
人
息
雄
歎
百
萬

と
あ
り
、
同
書
捲
六
大
中
群
符
元
年
五
月
戊
辰
心
條
に

新
及
第
技
官
人
。
無
得
以
宮
家
樅
竣
〕
倍
出
息
利
〕
至
任
所
俄
遼
Ｊ
所
在
察
坐
之
。

と
あ
ろ
は
官
吏
が
と
か
く
利
蛍
人
の
岬
食
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
数
例
石
あ
る
。
尚
宵
吏
の
階
入
れ
ぞ
難
じ
た
の
は
、

彼
等
が
辨
濟
の
鴬
に
或
は
賄
賂
諦
托
を
健
け
、
或
は
部
民
を
搾
取
す
る
等
，
‐
」
か
く
紀
綱
を
素
剛
す
る
恐
が
多
か
っ
た
鳶
で

此
の
禁
令
は
先
に
述
べ
し
官
吏
の
利
溌
紮
叶
と
連
繋
を
有
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

此
の
利
貸
は
農
村
に
於
い
て
は
豪
民
の
土
地
縦
併
の
蚊
も
一
般
的
な
手
段
と
し
て
朧
川
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
此
の
こ
と
は
同

書
罐
八
大
中
群
符
九
年
四
月
辛
丑
の
條
に

知
氷
興
軍
進
準
一
高
ｏ
所
部
奈
雌
多
能
雄
貧
民
。
吸
収
共
息
。
歳
伽
不
逮
。
即
千
入
川
虚
。
餡
璋
降
詞
哩
叩
・
許
人
糾
告
。
厳

加
科
査
。
云
云

と
あ
り
，
同
書
礎
ハ
同
年
九
月
叩
灰
の
條
に

詔
。
民
負
息
鏡
考
。
岻
得
通
収
共
姉
士
牛
帯
以
仙
。

と
あ
り
、
同
書
巻
九
天
箙
二
年
四
月
庇
辰
の
條
に

上
調
大
臣
日
。
始
剛
河
北
肱
銭
ｏ
貧
民
崎
駒
樅
の
紫
茨
息
雄
。
米
価
納
者
。
即
叩
家
拠
へ
収
此
へ
葉
土
。
硴
林
悲
止
之
。

曼
仙

と
あ
り
、
同
書
醍
浄
天
聖
六
年
九
月
叩
辰
の
條
に

綱
。
河
北
災
悔
民
嘗
以
桑
化
怖
髄
與
術
人
背
。
悉
肺
之
。

五
代
藩
瓶
の
翠
絲
紺
と
北
米
柳
の
而
固
紺
－
０
九

ｊ
Ⅷ

I

Ｆ
Ｉ
ｌ

ｊ
ｌ

Ｉ
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五
代
滞
銅
の
翠
絲
紺
と
北
宋
刺
の
緬
買
紺
二
○

と
あ
っ
て
利
熾
に
よ
る
土
地
兼
併
を
禁
止
せ
ん
と
す
る
計
辨
並
び
に
柵
勅
が
何
阿
と
な
く
繰
返
へ
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
か
で
あ
る
、
此
の
利
鎌
に
よ
る
土
地
飛
併
紮
止
は
云
ふ
迄
も
な
く
流
雌
の
發
生
〃
恐
れ
し
爲
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
北
宋
に
於
て
は
民
川
の
利
碇
は
各
方
面
に
礎
行
し
、
北
宋
初
期
の
Ｍ
雌
は
務
め
て
此
な
抑
へ
ん
と
し
、

塒
に
禰
吏
の
利
貸
並
び
に
俗
入
れ
を
禁
止
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
っ

次
に
此
の
利
溌
の
利
率
に
就
い
て
見
る
に
、
十
判
川
が
岐
も
一
般
的
で
砿
く
行
は
れ
、
時
に
は
此
を
超
過
す
る
も
の
も
揃

っ
た
様
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
先
描
綾
登
流
通
鑑
挺
細
椎
六
大
卯
昨
笹
兀
年
五
月
の
條
の
刻
叩
に
「
幡
川
息
利
」
Ｌ
」
あ
り
、
同

書
李
二
太
平
興
國
七
年
六
月
丙
子
の
條
に

令
。
富
民
川
息
鐘
。
不
得
過
催
稲
。
逮
者
波
入
之
。

と
あ
っ
て
幡
稲
（
悟
畢
即
ち
＋
制
の
利
率
）
迄
を
剛
家
が
認
め
．
そ
れ
以
上
ぞ
蕊
じ
て
居
る
に
と
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
此

の
惟
榊
が
常
時
の
一
般
的
な
利
率
で
あ
っ
た
所
か
ら
、
禰
時
惟
稲
之
恩
な
る
語
が
盛
に
行
は
れ
て
ゐ
た
。

次
に
俊
付
の
期
間
を
見
る
に
、
そ
れ
は
主
と
し
て
耕
作
の
端
境
期
た
る
赤
の
農
民
窮
乏
時
で
あ
り
、
呵
收
の
時
期
は
牧
稚

の
直
後
た
る
夏
秋
、
特
に
秋
か
多
か
っ
た
。
（
春
と
は
陰
勝
め
正
月
よ
り
三
月
迄
で
今
日
云
ふ
所
の
晩
冬
よ
り
初
春
に
常
り
、

夏
は
六
月
迄
で
晩
春
よ
り
初
夏
に
術
る
）
僻
榊
の
息
は
一
般
に
此
の
岱
付
期
川
に
附
せ
ら
れ
た
利
率
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は

弛
文
成
公
集
小
琶
碑
名
・
宋
散
同
州
槻
察
使
李
公
祁
逝
碑
禍
に

二
↑
Ｏ
脚
公
以
司
法
郎
中
領
河
北
艸
迩
使
。
建
言
。
民
乏
糸
旋
。
毎
非
取
紺
直
子
奈
力
，
共
息
必
悟
嘗
云
云

Ｉ

と
あ
っ
て
僻
稀
の
息
が
春
よ
り
識
事
維
る
迄
の
洲
に
わ
た
る
錠
价
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
と
の
見
え
る
に
依
っ
て
碓
め
ら
れ

1
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ろ
。
か
く
常
時
の
俊
付
は
今
日
の
金
融
概
念
よ
り
す
れ
ば
服
に
蹄
倒
す
可
き
高
率
の
利
子
を
・
収
ろ
文
字
通
り
の
高
利
礎
で
あ

っ
た
。以
上
は
北
宋
時
代
初
期
に
於
け
る
雌
間
商
利
岱
付
の
概
況
で
あ
る
が
、
此
の
壯
況
は
そ
の
戎
ま
五
代
の
壯
況
で
も
あ
っ
た

様
で
あ
》
Ｃ
Ｏ
五
代
に
於
け
る
利
俊
壯
況
に
開
す
る
錐
考
蒐
喋
の
史
料
は
極
め
て
心
い
が
、
そ
の
乏
し
き
中
に
於
い
て
米
代
同

様
の
形
勢
が
充
分
に
我
は
れ
る
。

先
づ
全
肝
文
稚
斗
所
載
、
糎
倣
の
「
上
流
逆
事
血
疏
」
と
題
す
る
卜
疏
の
一
節
に

務
挫
迄
腺
。
筏
打
三
術
。
一
Ｍ
職
Ⅲ
。
二
ｈ
巳
恢
。
三
川
節
班
）
（
中
略
）
前
脈
云
巳
竹
節
群
（
Ｊ
利
莫
大
粥
。
今
細
戸

之
叱
。
以
依
爲
硲
、
賊
税
之
外
。
聡
不
俄
仙
）
收
樫
織
畢
。
無
困
介
・
宙
右
科
折
之
弊
。
私
淌
州
醗
之
紺
Ｊ
椛
榊
遮
息
。

牛
仙
辿
喪
。
則
利
俊
一
斗
而
縦
凹
斗
交
。
欲
民
不
閲
。
Ⅷ
巫
可
符
哉
。

と
あ
っ
て
細
偏
価
を
以
て
裕
淀
成
し
、
一
般
庇
惟
榊
之
．
恩
が
行
は
れ
て
ゐ
た
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ら
。
笹
雌
は
前
記
全
店
文
の

説
明
に
依
れ
ば
後
脊
の
天
祁
六
年
進
士
に
没
節
し
、
後
淡
。
後
川
今
や
一
雑
て
宋
初
迄
在
Ｗ
し
た
と
云
ふ
か
ら
、
方
の
状
勢
も
此

の
唖
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
右
の
上
疏
に
云
ふ
所
が
必
ず
し
も
門
髪
三
千
丈
式
の
跨
朕
に
非
る
こ
と
は
五
代
に
次
ぐ
北
宋

の
利
從
か
巳
に
述
べ
し
如
き
壯
勢
に
在
っ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
充
分
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
叉
燕
五
代
史
雄
七
許
耕
・
高

帆
紀
・
一
大
耐
五
牛
正
川
丁
卯
朔
の
條
に

降
徳
蒜
．
雌
天
服
三
年
紙
・
公
私
価
欠
し
一
切
除
放

と
あ
っ
て
正
月
元
日
の
徳
喬
と
し
て
公
私
価
欠
の
免
除
、
即
ち
我
が
叩
枇
の
徳
政
と
同
枇
慨
の
令
を
降
し
た
こ
と
が
見
え
る

五
代
燕
蹴
の
鯉
絲
紺
と
北
宋
糾
の
頽
批
紺
一
二

｜

I

!’

ｐ
ｑ
缶
ｑ

’
一



’
1

五
代
稚
珈
の
螺
絲
紺
と
北
宋
側
の
頽
吋
典
絹
二
二

が
、
此
の
こ
と
も
、
我
が
剛
の
徳
政
令
が
利
岱
趾
厄
の
中
に
發
せ
ら
れ
た
る
ぞ
職
へ
ぱ
何
じ
く
常
峠
に
於
い
て
も
商
利
従
付

の
跳
梁
悲
だ
し
か
り
し
こ
と
を
示
す
一
例
と
見
る
こ
と
が
川
来
よ
う
。
要
す
る
に
五
代
に
於
い
て
明
解
孵
り
尚
利
舵
付
が
横

行
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
史
に
叱
り
状
勢
は
五
代
以
前
此
ぴ
北
宋
以
後
に
於
い
て
も
同
搬
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
然
し
此
に

就
い
て
は
今
後
の
研
究
に
談
り
此
川
で
は
剛
愛
す
る
。

か
く
五
代
・
北
宋
及
び
そ
２
別
後
の
昨
代
を
通
じ
て
商
利
雌
付
が
茂
埴
縦
併
の
、
王
要
手
段
と
し
て
盛
に
行
は
れ
て
居
《
に
の

で
あ
る
か
ら
・
節
庇
使
が
仙
人
と
し
て
利
礎
を
行
ひ
、
史
淀
剛
家
が
此
花
行
っ
た
の
も
、
要
は
民
間
朧
行
の
そ
れ
を
換
し
た

る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
．
そ
う
し
て
水
稲
の
巾
心
諭
題
た
る
畢
絲
紺
は
災
川
の
商
利
巌
付
が
澱
郷
に
於
い
て
は
紺
絲
業
の
利

を
脱
っ
て
發
展
せ
る
淀
節
度
使
等
が
挑
倣
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
解
搾
を
確
諦
す
る
史
料
は
目
下
五
代

に
於
い
て
は
索
め
得
な
い
が
、
後
述
す
る
北
宋
の
菰
買
紺
法
よ
ｈ
類
推
し
て
談
〃
な
き
こ
と
ぞ
樅
め
得
る
の
で
あ
る
Ｊ
父
此

識
四

の
解
繩
は
餅
時
の
宵
醤
播
利
事
業
が
概
ね
純
を
雌
川
に
収
っ
て
ゐ
た
一
般
的
状
勢
と
も
抵
燗
し
な
い
。
か
く
節
度
使
等
の
畢

絲
絹
そ
の
他
の
利
岱
に
よ
る
貨
殖
行
鯛
が
民
川
の
そ
れ
を
換
倣
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
彼
等
は
幕
客
。
私
部
仙
等
山
蓄

養
に
多
額
の
支
出
を
要
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
（
此
の
こ
と
に
就
い
て
は
後
述
）
、
そ
の
刮
竿
も
総
然
乢
間
の
利
率
に
類

し
、
時
に
は
此
を
凌
ぐ
も
の
さ
へ
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。
先
に
宋
州
節
度
使
常
忠
が
畢
絲
例
收
椛
を
帝
に
献
じ
た

こ
と
を
述
ぺ
た
が
、
そ
の
額
を
登
治
通
鑑
姪
一
一
・
後
川
・
脹
順
三
年
五
月
戊
辰
の
條
の
記
事
は
凹
萬
餘
胴
と
一
云
ひ
、
燕
五
代

史
塞
一
一
後
問
・
太
測
紀
・
庇
順
三
年
五
卿
丁
亥
の
條
に
は
更
に
詳
し
く
川
繭
一
千
四
百
叩
と
陣
へ
て
ゐ
る
。
然
る
に
同
じ
醤

五
代
史
誰
沁
周
書
・
常
思
傳
に
は
此
を
十
餘
繭
川
と
云
ひ
，
五
代
史
記
権
幽
術
思
傅
も
亦
絲
息
十
萬
雨
と
徳
へ
、
そ
の
敷
地

｢

1

1

1
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！

〃

年
月
一

同
率
抄
玩
脾
一

何
光
三

五
代
滞
蹴
の
罪
絲
紺
と
北
末
糊
の
菰
趾
紺
二
四

ら
に
紙
伽
を
塞
ぐ
の
で
、
そ
の
中
比
較
的
枇
鎌
盤
の
多
い
後
脈
の
初
年
と
次
代
後
群
の
初
年
と
の
数
年
冊
に
於
け
る
進
献
を

太
‐
稲
の
論
題
と
妓
咄
開
係
深
き
絲
紺
に
就
い
て
の
み
拾
雌
蕊
正
し
て
左
に
表
示
す
る
。
術
後
府
は
同
光
元
年
の
附
来
で
あ
る

が
、
前
王
朝
の
後
梁
滅
亡
は
十
月
で
あ
り
、
叉
後
脈
に
代
っ
た
後
菅
は
天
祁
元
年
の
附
韮
で
あ
る
が
、
後
府
の
滅
ん
だ
の
は

十
一
月
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
元
年
の
進
献
は
此
の
王
朝
創
立
以
後
の
仲
盈
一
二
前
月
に
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

岡
光
二
年
正
月
三
月

五
月

九
月

十
二
月

四

月 月年

（
表
こ
後
牌
・
同
光
天
成
剛
年
川
紺
附
獅
進
献
表

’ 巡
-Jロ『

1W

’
不
明

一
、
二
○
○
匹

不
明

不
明

一
、
○
○
○
段

一
、
○
○
○
段

不
明全

究
○
○
段

二
○
○
段

一
○
○
匹

航

錦
総

統
縦

綱
絲
錦

絨
綾
等
職
種

錦
絲

I I
fqr
心｡』

皇御
ノ, i衣 錦
紺衣若椛紳

ｎ
｜
祉
献
潴
目
一
推

御

衣

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

■

。

■

ｑ

１

Ｆ

■

■

■

二

皇
密
御
幸
謝
恩全全

里
川
生
雌
謙
同
布
要
茨

誰
皇
肺
岱

賀
郊
天

推
迩
舶一皿

賀
硴
柵 准

而
・
水
平
姫
．
節
度
仲
一
・
張
鋤

淫
湖
節
度
使
・
李
倣

拙 柵
籍河鞘
仙 Il 1 使
。 。 」?ノ

郭李下
柴鯉1，．

全全網麟友

献

輩

’ 外

剛
推

推
南
・
扮
沌

秦
王
・
李
茂
貞

硴
洲
・
錐
鍔

唯
南
呉
間
主
・
楊
池

献



天天
成
二
年
三
月
四
月

九
月

火
成
三
年

－
－
ｌ
’
〕 柿

成
元
年
一

八
月

十
一
月

-1-五十十

ハ 月

’
月月

五
代
藩
魎
の
躯
絲
紺
と
北
米
糊
の
預
興
紺

’

’七五一
､ 、 、

○○○
○○○
○○○
匹匹1増

三三
、 、

一三○○
○OoC
O○○○
匹陛匹Iﾉ噂

、

二二

○

一
、
○
○
○
匹

五
○
○
？

三
○
○
匹

三
○
○
匹

不
明

１
１
１
１

不
明

不
明

1

1
不

明

’
綾

靴 羅
錦錦綾綾綾綾錦
紙統紺絹綿紺糊

郷
紬
識
州
一

錦
紗
殻

家 、
" f' 1
錦硴紹

ｇ
Ｐ
１
Ｊ
記
、
ｈ
▲
〃

舜
如
尋
榊

’
綾

】

餓概

‘! 命、全雛全1.i賦准全全全； ・
・
・
・
一
北
攻
巣
城
仙
・
乍
雛
沖
靴

型
姪
三
人
（
敵
昭
錠
帥
・
嗣

１
４
唖

γ
《
列

。
桐

ト
ー
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
０
９
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｆ
Ⅱ
ｌ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
‐
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
●
Ⅱ
甲
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
１
１
１
Ｉ
ｒ
ｌ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
〃
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｐ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

昭

之
-j?･
、ゴ

iIリ揃
耐州
ｿ1． ．
． 茄
亜温

美班

」 1
1

五

剛
洲
｛
李
啼
錐
蓉
諦
｝

峨
越
。
錐
玄
刑
・
玄
球

唯
南
個
奥
主
・
楊
柳

典
王
・
楊
柳

叩
洲
・
錐
玄
硴

銭
玄
砿
等
諸
郎
四
人

呪．

越
鐙推

鍔萠
之呉
一剛

族主

枕
州
e

錐
玄

全．郡
＝T手
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天
幅
二
年
二
月
四
月

天
耐
元
年

１
１

｜
fE l
Z H

１
１
１
Ⅱ
■
■
■
■
■
日
日
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
‐
ｌ
ｊ
Ⅱ
■
■
ｑ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ

五
月

月 ’
一 五

代
藩
蹴
の
采
絲
紺
と
北
宋
棚
の
預
買
組

（
表
二
）
後
待
・
天
幅
初
年
紺
吊
類
進
献
表

韮

○一

OC二

dd(-j
○○○
○○○

’
一
○
個
○
○
○
匹

五
、
○
○
○
匹

三
、
○
○
○
匹

三
、
○
○
○
匹

不
明

一
、
○
○
○
匹

五
、
○
○
○
剛

六
○
、
○
○
○
順

三
、
○
○
○
匹

五
、
○
○
○
噸

献

不
明
一
紺

三
、
○
○
○
聖
鏥
締
蹄

’ ○○ 、 ）
胴匹匹

Ij･ffF

耐｛

１
１
ｒ
ｌ

口
一
派

網 繩
絲紺絲絲紺吊全全全紺

＊＆
'19J】、

綿布細

I

献

進全全全

端
午
進
献

紐
″
，
荊
呵
陸
地

Ⅱ
ｇ
ｌ
Ｉ

助
岡
用

助
車

助
筑全

入
狐
推

封
母
謝
恩

名
、
｜
韮
軟
者
一
外

肋
叫
川
恥
秤
鍼
鯏
跡
度
使
周
知
温

全

全

全

全

一

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

河
中
・
淵
王
一全全

宋
州
・
趙
在
禰

侠
府

階
州
・
趙
思
淵

災
州
・
安
從
推

詐
州
・
荏
從
簡

徐
州
・
安
彦
威

宋
州
・
趙
征
禰全

’
一

一

凸ロ

ミュ

六

｜

禰
辿
王
・
延
鈎

剛
迩

’ |戯
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天
幅
三
正

一

十
一
月

十
二
月

十
月

九
月

二七 六 ヲ花

月年月 月 月月五
代
藩
銅
の
翠
赫
綱
と
北
宋
朝
の
預
買
紺

二
○
、
○
○
○
噸

二
、
○
○
○
匹

一
、
○
○
○
頤

六
、
○
○
○
匹

一
○
、
Ｏ
Ｏ
Ｃ
砿

一
、
○
○
○
匹

一
、
○
○
○
噸

五
○
○
距

二
、
○
○
○
唾

五
、
○
○
○
匹

四
、
○
○
○
匹

三
、
○
○
○
匹

、
○
○
○
匹

、
○
○
○
匹

二
○
○
匹

一
○
○
匹

五
○
匹

不
明

呉
越

■
◇
・
■
○
弓
。

荊
鞠
幹
訓
旧
卜
β
Ⅲ
芥
Ｆ
〃

釦
鋤
剥
卿
堂
．

品1

紋 花ｌ
ｒ
３
０
■
＃

純維紺締組純＝絹絹絲紺細細絹綿絲 紺紺繩

盟
日助
附剛

加 加

官 宮 助
謝 紺 閥
恩全全恩全全全全州

助
剛

用推全全誰全国一全一華

邨
州
・
安
審
端金

北
京
留
守
・
安
彦
威

銅
州
・
安
販
榮全

招
討
仙
・
楊
光
遼

邨
州
・
姿
詐
端金

鈍
州
・
安
亜
嫌

未変
州州
の ●

趙安
在從
鵡韮 全

一

七

’
判
南
・
高
從
諒全

呉
越
王
・
銭
玄
飛全

湖
南
・
馬
希
範 全

I

L
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Ⅱ

十 十 九

月 月 月
五
代
藩
鎭
の
翠
絲
絹
と
北
宋
朝
の
預
買
組

九
○
、
○
○
○
叩

二
○
、
○
○
○
匹

一
・
○
、
○
○
○
噸

一
○
、
○
○
○
雨

三
、
○
○
○
匹

三
、
○
○
○
正

三
、
○
○
○
匹

八
、
○
○
○
匹

一
、

一

五一一
、
○
○
○
煙

一
、
○
○
○
匹

、
○
○
○
歴

、
○
○
○
匹

、
○
○
○
叩

、
○
○
○
匝

○
○
○
匹
一

二
○
○
Ｗ

ソ

。

三
二
匹

？二
○
匹

IF乳．
べ

越
金典理 鮒
朧

全全全絹絲全全絹総絹綿網羅
綱
I;I
I lJ

絃
綾

色
f,恥

3複絹 ￥】;I
mbII』

累
差
ス
ル

《
進
一全

使
臣
安
撫
二
對

謝
恩賜川榴謝恩除則元帥謝恩全全全批全

允
朝
狐
謝
恩

賜
族
節
謝
恩

賜
旋
節
謝
恩

誌
開
内
宴
蜜

内
宴
樂
官
聾准

入
朝
進
献

謡
開
内
宴
蜜

新
授
晉
昌
。

兵
Ⅱ
凶
派
ハ
ド
Ⅱ
川
↓

１
Ｎ
姉
叩
叩
川
●

祁徐
州州
● ●

魏
府
●

青祁
州州
｡ ●

漁
州
●

安
詐
壷全

楊
光
速全

安
群
瑞全全

裟
從
簡

萢
延
光全

王萢
建延
壹光全

馬
全
節

一

一？

ノ凡

｜

』た
越
王
●

銭
も．

全全全剰
一
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二
鑿
渥
営
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嘉
詳
斤
鑿
鑿
調
S覺
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弗
胤

E+
!

I

’
酬 什

江 垂 一

學 一 。
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弓

１

（
表
三
）
後
晉
・
天
祁
初
年
銀
進
献
表

I

李ィ:ll *t l
周里竃｜

進一全－座_|_

l
l
l

l
l

l
l

l
■ ｜全全

ｌ
‐
幟
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
峠
畔
ｌ
峪
倒
Ⅱ
Ⅱ
剛
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
剛
Ⅱ
川
吋
向
Ⅱ

張
敬
達
竺

桃

，
安
徒

。
喪
詐

。
符
宮

一
呉
越
王
・
銭
玄
稚

一
湘
南
・
際
希
肺
一

一

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ



’
一

十
二

十ハ
ー● 一

／、十

月月月月 月五
代
藩
瓶
の
翠
絲
網
と
北
宋
朝
の
菰
興
紺

○一一三五
、 ､ ､ 、 、

○○○○○
○○○○・○
○○○○○

三
、
五
○
○

一
、
五
○
○

一
○
、
○
○
○

二
、
○
○
○

二
、
○
○
○

一
、
○
○
○

１
１五

○
○

三
○
○

五
○
○

三
○
○

三
○
○

i4'i m4 1洞雨梱
Ｂ
Ｂ
Ｉ
０順 胴胴

－
１
壼
胴恥剛叩 114 m4 i.'ﾙﾘ叩

架
差
使
臣
安
撫
謝
恩

除
恥
鋤
岬
鰄
竺

賜
旋
蹄
謝
恩
來
刺
進
献

除
官
謝
恩

助
剛
用全全

除
官
謝
恩

謝
恩

謝
恩

謝
恩全

斑
天
知
節

班
冬
・
端
午推’

魏
府
・
楊
光
延

邨
州
・
弛
延
光

新
授
西
京
閉
守
・
腸
光
延

背
州
・
王
建
彦

秦
州
・
康
祁

新
授
郡
部
留
守
・
商
行
刷

招
討
便
・
腸
光
速

靴
州
・
安
群
蹄

荊
南
節
度
他
・
商
從
誰

秦
州
筋
座
使
・
廉
混

背邨
州州
● ●

王弛
廸延
琶光

１

１

一
一
一
一

祠
建
節
度
仙
・
王
繼
業全

呉
越
・
錐
玄
飛

師
Ⅶ
Ⅶ
碓
河
ｕ

、
詑
祁
』
い
●
ｒ
・

ｌ
’
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一

年

月

進

天
禰
三
一
一

天
耐
二
年
四
月

『

’ 十
一

十 六三 七
月

九
月

十
二
月

五
月月 月 月 月 月年 五

代
藩
蹴
の
悪
絲
紺
と
北
末
棚
の
珈
興
紺

（
表
四
）
後
替
・
天
川
剛
年
鎚
進
献
表

二
、
○
○
○
○
趾

一三 二

dd平蒋五言d
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

i'I -IT fi: 11 1II -1'[ i'I

一
、
○
○
○
○
没
一

一
○
、
○
○
○
蹴

酒
○
○
○
○
賀

三
、
○
○
○
世

五
、
○
○
○
麓

三
、
○
○
○
世

献
、
○
○
○
批

、
○
○
○
賞

、
○
○
○
画

訓

推
戦
名
目
一
池

加
助
岡
矧
一 全全全全

官
謝
恩全

助
閥
剛堆・全

助
剛

全全全全全全刑 ’

全
Ⅱ
ｏ

ｆ
ｊ

東
京
糾
守
・

否
州
・

喪
州
・

眺
府
・

北
京
留
守
・

畠
、
０
Ⅶ
ｊ

拘
犯
〈
机
叩
ノ
。

徐
州
・

錘
州
・

河
府
。

沐
州
・
楊
光

宋
州
・
趙
在

許
州
・
茎
從

徐
州
・
癖
彦

奉
州
。
庵
祠

雄
州
刺
史
・
童
正

沐
州
・
陽
光

秋

安安捜趙安：帳李相商
群軍從在蒼從金里行
信榮簡禰成俄全余周

茎
從
筋

表

’
延雛推成簡禰延

2〃
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一
一
一
一
一
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Ｅ
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Ｉ
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外
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名
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卜
－

天
幅
三
年
三
月

’五
代
蒲
銀
並
び
に
諸
剛
の
進
献
品
目
中
主
な
る
者
は
上
場
の
紺
・
銀
・
鏡
・
兵
締
等
で
あ
る
が
、
尚
此
の
外
に
も
馬
・
武

器
。
諸
道
具
。
森
侈
品
・
娘
樂
品
等
が
あ
っ
た
。
然
し
そ
れ
等
に
就
い
て
は
前
記
州
書
の
参
照
を
ど
ひ
、
此
所
に
引
川
す
る

を
避
け
る
。

以
上
諸
表
に
依
り
天
幅
二
、
三
噸
年
の
絲
・
紺
・
銀
・
鏡
。
艇
等
の
進
献
袖
合
計
を
慨
岬
す
る
に
、
絲
三
十
除
寓
Ⅷ
、
紺

一
一
一
一
一
一

五
代
滞
掘
の
緊
絲
紺
と
北
宋
朝
の
瓶
買
絹

Ｊ

十

二

月

一

十
二
月

（
表
五
）
後
晉
・
天
耐
初
年
穀
物
進
献
表

１
１

三
、
○
○
○
石
一
一

三
、
○
○
○
石

二
＄
○
○
○
五坐

一
○
○
、
○
○
○

二
、
○
○
○

、一 二五
○ 、 、 、
○○○○
○○○○
○○○○

大
小
姿

・

目

_進｣一
l

l
l韮

l I
l ｜

｜ ｜献

l l
憧|＝
|術’

’｜粟白米/1， 大

"]'/[豆

全全全全全
’

映
府
・
李
從
触

梯
光
延

’
一
’



｜

先
づ
上
描
諸
表
に
依
り
進
献
名
目
を
松
む
る
に
、
そ
の
主
な
る
も
の
は

１
皇
帝
即
位
．
郊
天
、
天
皇
皇
后
生
辰
‘
冬
至
正
月
、
軍
賜
、
端
午
等
の
佳
節
祭
峡
を
脱
す
と
あ
る
も
の

２
加
官
授
職
に
對
す
る
謝
恩
と
あ
る
も
の

３
賜
宴
謝
幡
叉
は
誠
要
斐
上
あ
る
も
の

４
入
朝
謁
見
、
行
幸
調
見
の
際
の
進
献

５
助
國
用
、
助
軍
と
あ
る
も
の

６
単
に
進
貢
と
あ
る
も
の

７
外
國
進
献

等
の
諸
項
目
に
分
つ
と
と
か
出
来
る
。
そ
こ
で
次
に
此
等
諸
名
目
別
に
當
時
の
進
献
が
ど
の
程
度
に
普
及
し
て
ぬ
た
か
を
老

へ
て
見
る
。

五
代
藩
銅
の
翠
絲
紺
と
北
宋
朝
の
茄
貿
絹
一
二
四

冊
数
十
餘
寓
匹
、
銀
五
寓
除
叩
、
銭
十
五
繭
餘
貫
、
穀
一
寓
餘
石
と
な
る
。
餅
時
の
國
家
財
政
に
於
け
る
鼓
出
入
額
を
仰
へ

た
記
録
が
な
い
の
で
、
右
の
牧
入
が
そ
の
幾
荊
を
占
め
て
ゐ
る
か
は
全
然
判
ら
な
い
が
、
少
く
と
も
歳
入
上
進
献
が
主
要
な

一
部
ぞ
な
し
て
ゐ
た
こ
と
は
充
分
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
咄
術
考
察
を
進
む
る
に
営
時
の
進
献
は
右
表
に
識
き
る
も
の

で
は
錐
く
、
表
中
の
記
載
は
そ
の
一
部
特
殊
な
る
も
の
が
仲
へ
ら
れ
た
ろ
に
す
ぎ
ざ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
財
政
上
に
於
け
る

進
献
の
益
堂
重
要
な
〃
し
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
常
時
の
進
献
一
般
化
の
状
態
に
就
い
て
伽
班
に
考
察
し
て

お
こ
う
。

I

’

’



1

1

●

Ｉ
佳
節
祭
儀
の
場
合
の
進
献

皇
帝
の
生
腫
・
牟
室
・
正
月
・
端
午
・
敢
陽
等
の
化
節
に
際
し
、
天
下
の
諸
鎭
が
進
献
を
な
す
こ
と
は
唐
以
來
の
慨
は
し

で
、
事
實
上
常
制
と
な
っ
て
ゐ
た
。
此
の
こ
と
を
立
證
す
る
史
料
は
冊
府
元
躯
誰
鋸
帝
王
部
・
却
貢
献
の
條
腿
ぴ
同
書
誌
推

帝
主
部
。
納
貢
献
の
條
に
鉦
遡
に
見
え
る
。
そ
の
中
適
例
一
二
を
示
す
と
、
却
貢
献
の
部
・
唐
・
開
成
一
兀
年
派
月
の
條
に

詔
。
諸
道
費
正
。
端
午
・
降
誕
・
賀
冬
進
奉
。
起
今
椛
停
三
年
。
其
鐙
充
折
放
百
姓
州
税
。
云
云

と
あ
り
、
後
脊
天
耐
四
年
九
月
の
條
に

上
。略
其
塞
食
・
七
夕
・
軍
陽
及
十
月
媛
帳
。
内
外
俳
后
進
献
穴
停
。

と
あ
り
、
同
六
年
正
月
の
條
に

今
後
多
年
・
寒
食
・
端
午
・
天
知
節
及
諸
色
謝
賀
。
云
云
と

あ
る
等
、
何
れ
も
そ
の
常
例
と
な
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
く
佳
節
の
進
献
は
術
例
化
せ
る
に
從
ひ
そ
の
進
献
品
月
並
に
獅
高

も
各
方
旗
毎
に
一
定
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
此
の
こ
と
も
亦
川
府
・
沁
他
に
見
ゆ
ろ
多
敬
の
記
事
に
依
っ
て
知
ら
奴
る
が
、
納

貢
献
の
部
、
太
和
五
年
派
川
の
條
に

詔
。
天
下
方
錘
端
午
逃
奉
雑
緤
匹
椴
等
。
從
今
後
。
並
令
逃
堆
白
維
組
。

と
て
品
目
決
定
の
こ
と
見
え
、
同
我
雁
尤
年
十
月
の
條
に

荊
南
節
度
使
王
瀞
。
於
焚
参
進
献
術
殴
外
。
別
進
献
一
繭
七
干
疋
。

と
あ
り
、
同
年
十
二
月
の
條
に

五
代
蕪
蹴
の
恥
絲
紺
と
北
宋
朝
の
頽
固
絹
一
二
五

１

ｌ

I

I
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－

五
代
藩
鋤
の
翠
絲
紺
と
北
宋
朝
の
Ⅶ
興
紺
三
一
六

荊
南
節
度
使
王
溌
。
叉
進
賀
服
術
進
外
。
別
瓦
綾
紺
一
醐
疋
。

と
あ
っ
て
進
献
術
数
、
辮
巡
等
の
緬
が
見
え
、
叉
術
数
外
の
厄
額
進
献
数
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
記
事
に
よ
れ
ば
常
数

は
己
に
店
以
来
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
．
所
が
此
等
術
数
進
献
に
就
い
て
は
史
に
仲
へ
ら
れ
ず
、
却
っ
て
常
数
外
進
献

額
か
收
赦
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
は
さ
も
あ
る
可
き
こ
と
で
別
に
不
思
議
は
な
い
が
、
そ
れ
に
就
い
て
老
ふ
可
き
は
先
描
火
中

の
化
節
祭
縦
の
進
献
で
、
此
れ
亦
術
欺
外
の
進
献
、
そ
れ
も
大
Ⅱ
に
脇
す
る
も
の
の
み
の
記
城
と
解
せ
ら
れ
，
此
の
外
．
に
も

表
に
現
れ
ざ
る
常
数
進
献
が
あ
り
、
そ
の
額
も
亦
紗
く
な
か
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
岨
で
あ
る
。

Ⅲ
加
官
授
職
の
場
合
の
進
献

加
悔
授
職
に
對
す
る
謝
恩
の
進
献
も
五
代
に
於
い
て
は
完
全
に
制
度
化
し
て
ゐ
た
。
そ
の
適
例
は
悲
悔
披
仔
に
於
い
て
見

る
こ
と
が
川
来
る
。
即
ち
五
代
會
要
唯
一
御
史
蕊
。
後
脈
。
同
光
二
年
三
月
三
十
日
の
條
に

御
史
蕊
奏
。
所
除
諸
逆
節
度
・
槻
察
・
防
禦
・
經
器
等
使
。
刺
史
・
牒
令
及
諦
道
幕
府
兼
諦
司
。
辮
悲
街
推
術
。
合
納

光
牽
銭
。
識
具
木
朝
元
納
此
減
落
錐
數
如
後
。

と
あ
っ
て
節
度
使
以
下
の
群
に
し
て
御
史
蕊
の
官
を
川
へ
ら
れ
た
ろ
薪
の
職
雄
額
が
從
前
よ
り
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
、
今

誰
五

後
そ
の
額
を
減
藩
せ
ん
と
せ
し
蔀
が
見
え
る
。
そ
の
元
納
、
減
落
附
額
を
何
記
事
に
依
り
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

（
表
）
六
恋
術
兼
辮
納
鎚
額
表
（
後
府
）

兼
排
踵
官
名
。
｜
廼
納
錨
額
一

一
三
○
、
○
○
○
文
一

御
史
大
夫

減
落
納
錐
額
一

一
万
、
○
○
○
女
一

’

■
■
■
■
ｑ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
■
■
■
■
■
■
■

」



即
ち
五
釧
減
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
所
が
伺
北
剛
・
伺
巻
・
後
川
・
顯
徳
五
年
州
七
月
一
日
の
條
に
も
此
の
紬
雄
榊
改
正
の

企
て
が
見
え
る
。
例
に
依
っ
て
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

（
表
七
）
悲
官
兼
帯
納
銭
袖
表
（
後
川
）

御
史
中
亟

監
祭
御
史

暇
巾
俳
御
典

侍
御
史Ｉ

｜

｜僅
債｜
l l

l－l

l､､服
’1ﾙ汎

’-.,‐

｜稀

|納

慨

即
ち
八
剣
の
犬
減
少
誹
澁
で
あ
る
。
尚
此
の
表
を
前
表
と
照
合
す
る
に
、
後
府
の
減
少
計
搬
は
殆
ん
ど
遵
守
せ
ら
れ
ず
‐

峪
為
五
代
を
通
じ
て
商
卒
の
桝
制
か
行
は
れ
て
鵬
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
枕
崎
窓
Ｗ
は
、
先
禍
Ｍ
光
二
年
の
勅
に
も
見
え
る

如
く
、
蘇
鋲
諸
使
、
刺
史
縣
令
、
聯
職
Ｗ
そ
の
他
諦
湖
（
例
へ
ぱ
三
司
の
巡
悔
等
）
に
及
ぶ
吹
範
側
の
職
此
に
兼
帯
と
し
て

五
代
謡
城
の
謡
終
紺
と
北
宋
杣
の
諏
災
紺
一
二
七

仲殿監御御
御「| ！ 楽史史
史僻御中大
御史砿夫
史

一一

二
○
、
○
○
Ｑ
全

一
三
、
三
○
○
全

一
一
、
三
○
○
全

八
、
三
○
○
全

三
○
、
○
○
○
文
二
○
、
○
○
○
全

一
三
、
三
○
○
全

二
、
三
○
○
全

八
、
三
○
○
全

一
や
都
や
函
狙
塞
一

四五六
、 、 、

■ロ

ー ／、 ／､

五五 子f

○○○
今全今

二二四六
、 ､ ､ ､ 、

六二六○○
六六六○○
○○○○○
全全全全文

1
一

１
１
Ｉ

’



Ｐ
「
１
１
１
６

ゆ

即
ち
現
行
制
は
花
向
制
に
比
し
大
淵
五
削
減
で
あ
る
。
此
の
減
群
鳥
恐
ら
ノ
、
先
禍
唯
皿
脊
禰
竣
の
減
落
と
略
交
同
時
代
に
行
は

れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
此
の
減
群
も
亦
憲
向
の
場
〈
川
と
同
様
久
し
く
は
迩
守
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。
尚

繩
鎚
に
開
す
る
規
定
は
同
評
奉
三
岬
害
・
樅
宗
紀
・
同
光
三
年
正
月
戊
戌
の
條
・
同
書
罐
三
厭
普
。
明
宗
紀
◇
天
成
元
年
十

｜”太
師｜校

矢|官｜
臓|名’一ﾄｰｰ’
1

1恋
’

gl納，
、 ｜

’
81銭
○｜馴
茎|－

｜

｜現
二|行’

’
○’
納、

○
錐

○

○額
文

大師尉大・
五
代
滞
蹴
の
翠
線
組
と
北
宋
棚
の
預
興
綱
一
二
八

加
官
せ
ら
れ
、
姓
に
鋲
過
使
の
如
き
下
級
武
術
に
し
て
数
多
き
職
員
さ
へ
此
を
有
す
る
も
の
が
あ
っ
た
礫
で
、
過
《
凡
叩
係
粁

の
数
は
上
下
に
溢
る
る
欣
態
で
あ
り
、
從
っ
て
，
そ
の
納
鎚
額
も
頗
る
多
か
っ
た
と
川
心
は
れ
る
。

次
に
醤
五
代
史
稚
二
府
扱
“
・
明
宗
紀
・
天
成
沁
年
六
月
の
條
に

中
書
門
下
秦
。
條
制
松
枝
竹
各
納
尚
霄
椅
職
銭
．
雪
云
ｏ

と
て
松
校
官
（
名
鍵
叩
心
爲
に
附
加
さ
れ
る
な
）
の
職
侭
納
入
に
開
す
る
規
定
が
見
え
る
。
此
を
例
に
依
っ
て
表
水
す
れ
ば
左

の
如
く
で
あ
る
。

（
表
八
）
稔
校
官
雌
雄
表

大
徳
・
太
保

司
徒
・
司
空

伐
射
・
尚
書

二
○
・
○
○
○
全

一
五
、
○
○
○
全

三四

○○
、 、

○○
○○
○○
全女

○
全
一

一
五
、
○
○
○

一

一
○
、
○
○
○

七
、
○
○
○

三
、
四
○
○

｣



’
二
月
丙
午
の
條
等
に
見
え
る
。
そ
れ
等
の
引
用
並
び
に
批
判
は
煩
雑
と
な
る
の
で
避
け
る
が
、
そ
れ
等
に
依
れ
ば
禮
鑓
の
規

定
は
各
方
而
に
細
か
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
等
は
吏
人
の
搾
料
や
臓
舎
の
鋳
維
喪
に
充
て
ら
れ
で
ゐ
た
と
上
｜
が
知
ら
れ
る
。

か
く
加
行
澱
鐘
は
州
匪
化
し
、
そ
の
納
錘
は
剛
家
の
各
機
關
に
入
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
先
掲
苑
一
表
乃
至
餓
四

表
中
に
見
え
る
加
古
謝
恩
は
此
の
規
定
外
の
両
額
進
献
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
特
に
記
鋒
に
礎
さ
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
ろ
。

從
っ
て
此
の
外
に
も
同
じ
く
規
定
外
な
る
も
小
額
の
鰯
記
録
洩
れ
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
も
相
常
あ
る
で
あ
ら
う
。

Ⅲ
賜
宴
謝
確
・
諦
要
礎
と
稲
す
る
進
献
。

此
の
雨
者
は
名
義
は
異
る
が
礎
柵
は
殆
ん
ど
Ｍ
じ
で
あ
る
。
五
代
に
は
此
の
名
目
に
よ
る
進
献
も
常
制
と
迄
唯
云
へ
な
い

が
そ
れ
に
近
き
幣
例
と
な
っ
て
ゐ
た
ｏ
此
の
こ
と
は
鉦
治
通
鑑
權
一
一
後
楜
紀
・
廠
順
二
年
士
一
月
甲
午
の
條
に

前
靜
雌
節
度
使
候
章
、
献
呪
婆
紺
千
匹
・
銀
五
百
剛
。
帝
不
受
。
日
。
諦
侠
入
鋭
。
天
子
従
有
摘
要
。
逓
待
災
要
邪
。

Ｏ
胡
笠
。
丘
代
と
幹
。
不
梓
″
掴
人
柳
剛
・
産
）
庵
。
叩
宗
・
天
成
〃

二
年
三
月
幸
獅
節
蝿
。
群
臣
固
宴
ｕ
則
亦
糊
之
血
亦
例
裳
突

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
後
川
の
慨
宗
は
此
の
時
間
要
の
進
献
を
却
け
て
後
断
乎
此
の
方
針
ぞ
以
て
進
ん
だ
と
見
え
、

冊
府
元
魑
罐
走
帝
王
部
・
却
貢
献
の
條
の
本
年
以
後
の
部
分
に
悲
仙
要
進
献
却
下
の
記
事
が
列
馳
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
此
の

却
下
方
針
は
五
代
鋪
一
の
災
主
と
云
は
れ
る
柵
宗
に
し
て
初
め
て
繼
絨
し
得
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
於
い
て
は
、
に

進
献
を
禁
じ
、
事
悔
此
を
漱
迎
す
る
の
が
辮
態
で
あ
っ
た
か
ら
・
圃
突
推
献
も
礎
に
行
は
恥
た
と
飢
え
、
冊
府
元
躯
そ
の
他

の
諸
害
に
關
係
記
事
が
多
く
見
遮
け
ら
れ
る
。

か
く
買
宴
進
献
も
術
例
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
賜
饗
に
典
る
春
が
元
来
向
位
間
宙
の
勢
刈
群
で
あ
っ
た
丈
に
そ
の

五
代
滞
蹴
の
躯
絲
紺
と
北
朱
朝
の
瓶
買
紺
一
二
九

■
■
■
■
■
１
１
１
１
叩
卜

’

！
Ⅱ
■
Ⅱ
■
１
凸
Ⅱ
日
・
■
■
ｕ
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅷ
１
呪
ｌ
Ｉ
Ｉ
６
０
Ｄ

８

■

Ｉ

Ⅶ

Ｕ

ｆ

ｌ

ｌ

ｈ

・

１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
旧
１
１
］



■
七
■

五
代
藩
姻
の
畢
絲
紺
と
北
雅
例
の
瓶
砒
紺
一
三
○

註
六

範
州
も
限
ら
れ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
ｃ

Ⅲ
入
刺
謝
兇
・
行
幸
謁
見
の
際
の
迩
献

行
幸
諦
兄
は
術
時
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
度
数
胸
少
い
の
で
あ
る
か
ら
蒋
察
外
に
世
き
、
入
朝
謁
見
に
就
い
て

述
べ
る
。
冊
膨
兀
碓
推
伝
帝
王
部
・
却
宜
献
・
長
膣
四
年
三
吋
壬
子
の
催
に

詔
Ｊ
天
下
術
貢
之
外
。
更
不
榔
別
右
巡
献
ｕ
縦
節
度
・
槻
諜
使
入
朝
。
亦
不
榔
進
率
。
云
云
。

と
あ
る
に
依
れ
ば
蒋
鋲
諦
使
の
入
柵
巡
献
は
巳
に
府
の
時
殆
ん
ど
常
例
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
代
藩
鋲
の
入

朝
進
献
か
術
例
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
丁
遡
誰
を
目
下
染
め
得
な
い
が
、
府
代
の
風
習
を
そ
の
ま
上
受
け
て
ゐ
た
も
の
と

恩
は
れ
る
。
辮
鍾
の
入
朝
は
概
聴
蕪
鋲
の
異
動
に
際
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
予
言
）
で
彼
等
は
無
事
職
任
辛
果
し
得

た
ろ
謝
恩
、
そ
の
他
の
名
目
の
下
に
多
纐
の
進
献
を
篤
し
．
上
鉱
へ
の
榮
進
、
或
は
罷
免
中
止
の
諒
解
の
賛
と
し
た
の
で
あ

る
。
然
も
そ
れ
は
多
く
の
場
〈
、
成
功
し
た
。
そ
の
成
功
ぞ
体
へ
た
史
料
は
噸
る
多
く
、
冊
麿
沁
蝿
確
姻
邦
計
部
・
輪
財
の
條

を
見
る
も
所
糞
に
そ
の
例
諦
を
拾
ふ
事
が
州
来
る
。
術
後
文
中
に
も
入
朝
進
献
と
榮
逃
と
の
關
係
の
例
を
扱
ふ
筈
で
あ
る
。

要
す
る
に
徴
孵
の
人
事
が
進
献
に
よ
っ
て
弧
く
左
布
さ
れ
る
状
態
に
在
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
蕪
鎭
”
て
の
他
の
諦
悔
人
が
入

朝
異
動
に
際
し
て
は
競
っ
て
巡
献
を
な
し
、
そ
れ
が
一
価
の
風
葬
↓
な
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

叩
助
岡
川
・
助
軍
の
鱒
の
逃
献

此
の
和
の
逃
献
は
性
伐
上
術
例
化
す
可
き
も
の
で
は
な
い
が
、
巳
に
辿
ぺ
し
如
く
進
献
か
彼
等
の
進
退
に
至
大
吻
關
係
を

打
つ
以
上
、
何
れ
も
そ
の
読
力
に
雌
じ
争
っ
て
此
を
行
っ
た
で
あ
ら
う
。

１
．
０
１
且
■
■
■
■
日
■
日
日
日
日
日
日
日
日
Ⅱ

l

l
l



’

Ⅵ
単
に
進
・
貢
と
あ
る
巡
献

此
等
の
進
献
は
如
何
な
る
直
擬
同
的
を
有
し
て
ゐ
た
の
か
右
表
丈
で
は
考
察
の
手
掛
り
が
な
い
が
、
そ
れ
が
直
接
間
接
自

己
の
榮
進
、
謹
身
の
目
的
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
逃
献
が
物
を
云
っ
た
術
時
の
こ
‐
ｃ
と
て
か
か
る

腱
昧
進
献
も
亦
猟
繁
に
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
。

Ⅶ
外
団
進
献

此
は
上
述
の
諸
進
献
と
全
然
性
質
を
異
に
し
、
岡
際
關
係
の
立
場
よ
り
研
究
せ
ら
る
可
き
問
題
で
あ
る
が
、
何
じ
く
謹
身

の
軸
に
於
い
て
は
相
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
外
閏
進
献
も
、
そ
れ
が
腫
纐
な
る
丈
に
中
剛
に
取
り
有
力
な
る
財
入
と

な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
例
へ
ぱ
後
問
の
識
徳
五
年
一
年
間
に
於
け
る
呉
越
剛
の
進
献
を
柵
膳
元
他
稚
推
帝
王
部
・
細
武
献
の

條
に
依
っ
て
表
示
す
る
と
左
の
如
く

（
表
九
）
後
別
・
顯
徳
五
年
に
於
け
る
呉
越
進
献
表

’ 二i

Lil"
l銀 1 回

|:耀噌’
｜等米’
L－－－－l－－
l

l 徹
l

l

l 5l
l Ol、

|下§|“
｜明洞

｜
綾

四
月

一一

一
画
商
脚

一
弗銀

－－

１
１
１
ト
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

Ｉ

五
代
藩
銅
の
緊
絲
紺
と
北
宋
朝
の
預
買
繩

二二二

○○○
、 、 、

○○○
○○○
○○○

叩匹匹

■

■

■

ｌ

■

■

■

■

ｌ

ｇ
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９

－

一

一

一

一

一
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I

催
か
一
年
内
に
そ
の
額
合
計
綾
絹
十
画
匹
餘
、
綿
十
五
蔑
川
、
銀
約
三
萬
咽
、
米
一
千
寓
石
に
達
し
て
ゐ
る
っ
尤
も
は
処

は
後
周
の
枇
祀
が
南
店
孝
一
伐
ち
、
同
年
正
月
靜
海
軍
を
取
り
直
推
奨
趣
と
蝿
を
接
す
る
に
至
っ
た
篤
、
呉
越
が
そ
の
威
雌
か
槻

1
’

五
代
誰
銅
の
翠
絲
繩
と
北
宋
州
の
預
別
綱

五
、
○
○
○
両

二
○
、
○
○
○
匹

三
，
○
○
○
雨
一

二
、
○
○
○
通

’
’
一

一
一
一
一
一
一

十
二
月

|i‘_“型
|香
'藥
：器

l甲
'等錦茶

十
一
月

八
月

そ
の

他紙銀

閏
七
月

そ紬
の衣鯉
他段器絹銀

五
、
○
○
○
雨

三
○
、
○
○
○
頤

一
○
○
、
○
○
○
雨

一一

、 、

○○
○○
○○
1厄 lri

三
四
、
八
○
○
斤

五
○
、
○
○
○
雨

不
順

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
４
ｌ
４
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
‐
Ｉ
ト
ー
ｂ
０
０
ｒ
９
６
■
Ⅱ
０
０
１

五
、
○
○
○
雨

一
○
、
○
○
○
匹I
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註
七

く
感
す
る
に
至
っ
た
結
果
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
右
の
如
き
巨
額
の
收
入
は
財
政
を
柿
す
る
と
と
少
く
な
か
っ
た
で
あ

戸
ｂ
畠
ノ
○
以
上
を
要
す
る
に
、
外
國
進
献
は
し
ば
ら
く
別
と
し
て
、
燕
鎭
諸
使
の
逃
献
は
航
ろ
繩
繋
に
行
は
れ
、
そ
の
中
或
る
も
の

は
術
例
と
な
り
、
更
に
進
ん
で
常
制
化
さ
へ
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
先
禍
節
一
乃
至
鈍
五
表
に
收
録
せ
ら
れ
し
は
そ
の
一

部
に
す
ぎ
ざ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
右
收
鋒
の
理
由
は
そ
の
額
が
一
般
に
比
し
て
特
に
多
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
他

特
別
の
事
怖
あ
り
し
故
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
右
表
以
外
に
も
進
献
が
あ
り
、
そ
れ
は
佃
糞
に
は
少
か
つ
た
と
し
て
も
、
總
計

に
於
い
て
は
表
の
総
禰
溌
凌
ぐ
頂
叡
の
收
入
と
な
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
そ
れ
等
花
合
し
た
総
進
献
は
五
代
諸
王
朝

の
財
政
を
袖
す
る
こ
と
紗
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
以
下
此
の
逃
献
の
財
政
上
に
於
け
る
亜
要
性
か
史
料
に
基
き
皿
〈

鵠
的
に
究
明
し
よ
う
。

五
代
の
財
政
組
織
に
就
い
て
は
別
に
詳
究
せ
ら
る
可
き
亜
要
問
題
で
、
此
所
に
論
述
す
る
の
餘
白
を
有
し
な
い
が
、
進
献

の
財
政
的
意
義
を
考
察
す
る
上
に
叩
沁
非
三
口
し
て
世
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
左
赦
即
・
内
臓
庫
（
内
応
と
も
云
ふ
）
の
制

で
あ
る
。
此
に
就
い
て
も
別
に
一
稲
を
章
す
る
考
へ
で
あ
る
か
ら
、
詳
細
は
そ
の
際
に
談
り
此
所
で
は
只
概
略
老
辿
ぺ
る
に

止
め
る
っ
左
藏
。
内
職
⑫
叩
即
は
店
よ
り
末
に
か
け
て
設
泄
せ
ら
れ
た
一
種
の
財
務
機
關
で
あ
る
。
左
減
叩
は
三
司
の
川
納

貯
械
を
掌
る
嘩
瓶
で
剛
家
機
關
の
一
で
あ
る
が
、
内
職
雌
は
天
子
の
私
品
発
減
し
そ
の
出
納
を
単
る
私
赦
で
非
叩
迦
恢
官
が
之

を
領
し
て
ゐ
た
。
但
し
内
職
岬
の
設
世
は
天
子
の
奉
餐
を
浮
く
せ
ん
が
爲
心
も
の
で
は
な
４
、
平
時
の
餘
財
を
天
子
私
有
の

名
の
名
義
と
し
て
貯
絞
し
、
恥
争
、
鱗
嘩
七
の
他
財
政
上
に
支
障
を
來
せ
る
時
之
を
袖
は
ん
が
篤
Ｄ
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ

五
代
藩
錘
の
翠
絲
絹
と
北
宋
朝
の
預
賀
紺
一
二
三

1

’
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I

五
代
藩
掘
の
翠
絲
組
と
北
宋
朝
の
預
買
絹
一
三
四

ぱ
内
賊
庫
の
蓄
祇
も
大
部
分
天
子
の
匝
裁
辛
經
て
剛
我
に
充
て
ら
れ
、
私
養
に
供
せ
ら
れ
る
部
分
は
伽
少
云
ふ
に
足
ら
ざ
る

註
八

も
の
で
あ
っ
た
ｃ
そ
ら
し
て
進
献
は
特
殊
な
る
も
の
を
除
き
総
て
内
瓶
に
入
れ
ろ
を
原
則
と
し
て
ゐ
た
。
五
代
は
規
制
の
大

い
に
素
れ
た
時
代
で
左
職
。
内
賊
の
礎
際
述
川
が
果
し
て
お
の
那
想
通
い
行
は
れ
た
か
否
か
は
疑
は
し
い
が
、
と
に
か
く
五

註
七

代
に
於
い
て
も
Ⅷ
脈
北
〈
に
存
し
、
同
じ
建
前
を
取
っ
て
ゐ
た
。
而
し
て
紛
飢
机
次
ぎ
、
財
源
澗
渇
し
て
國
家
財
政
の
窮
乏
が

通
術
と
な
っ
て
居
た
鴬
時
に
於
て
は
、
此
の
内
昨
よ
り
の
支
給
が
收
支
槍
側
の
上
に
噸
ろ
軍
要
な
る
意
義
を
有
し
て
ゐ
た
。

擬
治
通
鑑
埜
一
一
後
店
紀
・
同
光
二
年
二
月
の
條
に

先
、
苓
蹴
宵
勅
帝
。
分
天
下
財
賦
爲
内
外
府
ｏ
州
隅
上
供
君
入
外
府
充
純
愛
。
方
鎭
貢
献
新
入
内
府
充
宴
遊
及
給
賜
左

右
。
於
是
外
府
箭
順
鍋
無
餘
。
而
内
府
山
稜
。

と
て
砿
税
は
外
府
（
左
瓶
版
）
に
入
り
、
貢
献
は
内
府
（
内
瓶
脈
）
に
入
り
し
と
と
、
後
店
の
同
光
二
年
、
旗
官
里
挫
見
を

川
ひ
内
応
の
收
入
を
左
瓶
庫
に
融
通
す
る
こ
と
を
帥
に
め
、
専
属
帝
の
要
遊
給
賜
に
充
て
る
こ
と
と
せ
し
所
、
内
応
の
貯
赦
は

忽
ち
山
獄
し
た
る
に
悶
我
は
服
鍋
し
て
終
っ
た
こ
と
等
見
え
、
更
に
右
文
の
縦
き
に

及
右
司
辨
郊
祀
。
乏
擁
取
錐
。
山
撫
塑
一
、
於
上
日
。
価
巳
仰
家
所
有
以
助
大
慨
。
願
陛
下
亦
川
内
府
之
財
以
助
右
司
。
上

歎
然
久
之
日
。
郡
、
皿
叩
陽
自
有
鮒
祇
。
可
令
和
雁
誰
収
以
相
助
Ｊ
於
呵
沌
取
李
轤
帆
私
第
金
剛
數
十
寓
異
抗
之
。
耶
士
艀
不

洲
紫
。
始
怨
恨
有
離
心
突
。

と
て
内
応
の
支
出
ぞ
僻
し
み
し
爲
人
心
を
失
し
た
る
こ
と
見
え
、
同
普
罐
に
後
府
紀
。
同
光
三
年
三
月
の
條
に

利
附
使
以
倉
州
不
足
蚊
腱
刻
耶
糀
。
軍
士
沈
一
詩
統
謹
。
幸
祁
朏
帥
百
竹
上
圭
一
戸
。
今
和
席
己
鍋
。
内
叩
有
餘
。
諸
顕
窒

ｊ

ｌ
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１
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家
不
能
相
保
。
侭
不
賑
伽
。
朧
有
雛
心
。
云
云
。

ま
て
同
じ
く
内
砿
脈
の
支
川
停
止
に
よ
り
岡
家
財
政
窮
乏
し
、
蛎
士
の
手
術
悪
化
せ
ろ
愈
漸
で
離
心
を
生
じ
た
こ
と
が
見
え
〃

ろ
。
此
の
一
例
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
内
応
は
外
來
団
家
が
危
な
に
而
し
て
臨
時
支
川
孝
除
惟
な
く
含
一
れ
、
叉
は
城
收

を
生
じ
た
る
場
合
、
此
辛
補
給
せ
ん
が
鯛
の
施
没
で
あ
っ
た
が
、
五
代
に
於
い
て
は
側
件
的
財
政
窮
乏
に
依
り
そ
の
袖
給
は

常
例
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
辛
く
も
岡
家
財
政
か
維
持
し
得
た
の
で
あ
っ
て
’
一
度
此
の
袖
給
〃
絶
た
る
れ
ぱ
凹
家
財
政

は
純
ち
行
圭
叩
ら
事
怖
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
内
応
の
貯
砧
は
蹄
ん
ど
総
て
蕪
鋲
そ
の
他
の
推
献
に
依
っ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
進
献
が
幹
叫
時
の
財
政
上
に
飯
嬰
で
あ
っ
た
か
は
今
哩
一
雨
を
用
ひ
寺
と
も
明
か
で
あ
ら
う
。

以
上
進
献
海
そ
の
僻
へ
ら
れ
た
ら
瀬
高
、
符
及
欣
態
、
北
ぴ
に
財
川
の
三
方
而
よ
り
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
献
が
五

代
財
政
史
上
に
瓶
要
な
る
位
牡
を
占
め
て
ゐ
た
こ
と
は
光
分
明
か
に
な
つ
ふ
」
こ
と
と
恩
ふ
。
而
し
て
本
稿
が
進
献
と
財
政
と

の
關
係
に
就
い
て
上
來
多
数
２
一
二
ｍ
浄
愛
し
た
の
は
、
水
稲
の
論
題
た
る
鯉
従
、
時
に
畢
絲
紺
が
此
の
進
献
と
辮
接
な
ろ
開
係

あ
り
と
思
惟
せ
し
が
篤
に
外
な
ら
ぬ
（
来
光
）

註

一
、
加
藤
岬
士
「
眠
末
時
代
に
於
け
る
金
銀
の
郷
鞭
、
蛎
一
弄
蕊
大
柿
」
廷
照

二
、
一
例
を
あ
げ
る
と
、
恋
庶
冊
．
Ⅷ
確
一
飛
皿
崇
紺
下
．
、
元
和
八
年
十
二
月
蛭
已
の
條
に

勅
。
孵
賜
王
公
公
主
百
暦
等
椛
宅
、
喉
峨
、
店
舗
、
叩
坊
、
Ｎ
林
辱
。
一
硴
岾
仙
碍
壷
。
一
蚕
云

と
あ
る
如
く
脚
川
悲
行
は
れ
し
所
で
あ
る
Ｏ

二
一
、
五
代
小
衲
醗
撫
秤
法
咽
哩
撤
胎
洩
の
制
祁
狸
令
照
Ｊ
仙
し
方
個
班
と
川
傑
の
雨
し
は
縦
祗
治
迩
鰐
鳫
細
に
も
見
え
、
右
把
叩
の
内
笄
は

ｙ

五
代
滞
姻
の
鯉
怒
紺
と
北
宋
刈
の
瓶
興
紺
三
一
五

’
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１

五
代
群
鋺
の
畢
鵜
紺
と
北
宋
朝
の
諏
興
紺
三
三
〈

｛
て
の
ま
ま
砿
じ
難
い
節
も
あ
る
か
、
五
代
の
滞
銅
や
未
の
州
縣
が
庇
嘩
を
設
け
て
ゐ
た
と
と
は
認
め
ら
れ
る
。

四
、
稗
五
代
史
率
歩
川
神
、
李
這
耐
仰
に

李
涯
脚
。
字
徳
川
。
大
原
人
也
。
本
以
州
Ⅸ
鰯
業
Ｕ
大
鯏
鋺
剃
。
碗
之
左
水
。
云
云

と
あ
っ
て
節
皮
仙
が
商
人
を
臓
間
と
し
た
氾
卒
見
え
、
尚
刑
様
の
僻
は
五
代
に
少
く
な
い
が
、
か
か
る
商
人
任
用
は
滞
蛎
の
鋳
利

蛎
莱
と
關
係
深
き
も
の
と
云
ふ
可
く
、
而
し
て
か
か
る
淵
人
の
手
を
通
じ
て
来
絲
紺
そ
の
他
の
誉
利
郡
業
が
民
間
よ
り
油
府
、
藩

鏥
等
に
挽
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

五
、
同
記
蛎
は
争
鵬
丈
九
九
六
椎
に
も
引
收
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

六
、
茜
五
代
史
雍
太
祁
祀
、
開
平
四
年
二
月
辛
巳
の
條
に
よ
れ
ば
強
戚
暇
に
宴
せ
る
時
、
之
に
典
り
し
群
は
文
武
宮
四
叩
Ⅲ
己
上
で
あ
っ

た
Ｏ

七
、
五
代
の
丈
献
に
左
抽
雌
の
名
の
現
れ
て
来
る
の
は
極
め
て
乏
し
い
が
、
溌
滴
迩
辮
歴
に
後
隣
組
・
浦
泰
元
年
三
門
の
條
に
そ
の
一

例
が
見
え
る
。
術
宋
の
左
雅
、
内
臓
岬
耽
に
就
い
て
は
仙
界
雅
史
大
系
第
六
巻
、
第
二
綿
、
第
七
軍
、
節
二
節
に
概
要
を
鍋
げ
て

お
い
た
か
ら
参
鮠
を
乞
ふ
。

｢
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